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旭川市立朝日小学校                授業日：令和元年 １２月６日（金）２校時 

 

単元マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題設定                  習得・活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学年 教科 単元名 児童 場所 指導者 

５年 社会科 
情報産業とわたしたちの

くらし 

５年１組 

３３名 

５年１組 

教室 
紺野 愛子 

北海道胆振東部地震

の経験から困ったこ

とや，通電後の放送

番組の状況を振り返

り，放送局の仕事と

自分たちの暮らしに

ついて考え，社会的

事象に対する問題意

識をもつ。 

①（本時） 

 

身に付けさせる知識・技能 

子どもの 
深い学びの姿 

北海道胆振東部地震 

東日本大震災，民間放送 
双方向， 
報道被害 

育成する思考力・判断力・表現力「情報活用のあり方を多角的に考える」 

放送局の見学・調査を通して，情報産業が国民生活に大きな影響を及ぼして

いることを捉え，それらの産業が果たす役割を考え，表現することができる姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 放送局では国民生活に必要な情報を，はやく正確に伝えたり，見る人に合わせて番組の編成を工夫したり

している。わたしたちは，必要な情報を選んで生活に生かすことが大切であることに気付き，表現する。⑥ 

 

 

 

 

社会的事象を，位置や空間的な広がり，時期や時間の経過，事象や人々の相互関係などに着目

して捉え，比較・分類したり総合したり，地域の人々や国民の生活と関連付けたりすること 

 

社会的事象の 
見方・考え方 

 

単元で育てたい資質・能力 
・情報産業で働く人々の工夫や努力などについて聞き取り調査をしたり，映像や新聞，インターネットなど

の各種資料で調べて図表や文などにまとめたりして，情報産業の様子や国民生活に影響を及していること

を理解することができる。                            （知識及び技能） 

・放送局などから発信される情報と自分たちの生活を関連付けて，放送などの産業が国民生活に果たす役割

を考えたり，学習したことをもとに情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え，受け手として正しく

判断することや送り手として責任をもつことが大切であることを考えたりして表現することができる。 

         （思考力・判断力・表現力等） 

・情報産業に関心をもち，情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え，受け手として正しく判断するこ

とや送り手として責任をもつことが大切であることを考えようとしている。（学びに向かう力・人間性等）                                                                                                                
             

放送局では，ニュ
ース番組を短い時
間で正確に分かり
やすく伝える工夫
や，緊急時に現地
から早く正確に情
報を伝える工夫に
ついて考える。 

③ 

放送局では，テ
レビの番組や
CMを，視聴者
が見る時間帯に
合わせてどのよ
うに編成をして
いるか考える。
④ 

 

放送局の伝え方
や，私たちの受
け取り方によっ
て生活に大きな
影響を及ぼすこ
とがあることに
気付く。⑤ 

 

東日本大震災

のニュースや

ライブ中継か

ら，放送局の

人の様子を焦

点化しながら

学習問題をつ

くり，学習計

画を立てる。

② 

緊急特番 

キー局，ローカル局 
番組編成 



 

研究内容１～主体的に学習する子供～ 

本時の展開【１時間目／６時間扱い】＊思考アクティブ化シートＢ－ ②【 対話重視  】  

〈本時の目標〉 

北海道胆振東部地震の経験から困ったことや通電後の放送番組を振り返り，疑問に思ったことや

普段のニュース番組との違いを整理し，放送局の仕事に対する問題意識をもつことができる。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 
子供の学習活動 子供の思考 

□教師の働きかけ 

◎主な発問 ◆評価（評価方法） 

☆思考アクティブ化ポイント 

導
入
15
分 

１ 社会的事象と出会う 
・北海道胆振東部地震に伴うブラック
アウトの資料を見て，自分が経験し
たことや，通電後の放送番組の様子
を振り返る。 

 
 
本時の課題 
 
 

２ 解決の見通しをもつ 
 ・映像や新聞記事を見る。 
 ・シートの記入 

 □北海道ブラックアウトに関す
る映像等を見せる。 

 
 
 
□疑問点を出すことを促し，問
いをもたせる。 

 
 
 
 

展
開 
20
分 

３ 追究・解決活動を行う 
 ・実際の映像から，放送局の人は，ど

んな様子で，どんなことを伝えてい
るのか，分かった情報を整理する。 

 ・災害に遭った時，どんな放送局から
どんな情報が欲しいか考える。 

 
 
 
 
 
 
 
４ まとめる 
 
 
 

 ・放送局の側と放送を見る側には，そ
れぞれの思いがありそうだ。 

 
 
 
 

 □震災の概要を伝える。 
 
 
 
 
◎この報道は誰のためにしてい
るのでしょう。 

☆放送を見る人の側に立って，
欲しい情報が送られているか
話し合う。 
【思ア①多面的にみる】 

 
 
 
 
 
 
◆緊急放送は，人々の暮らしに
役立っていることが分かり，
放送局の流す情報について調
べている。 

（発言，ワークシート） 
 

終
末 
10
分 

５ 振り返る 
・パフォーマンスシートに記入し，学
んだことを発表する。 

 □全国各地の情報を素早く集め
て，報道する放送局のしくみ
を調べる意欲をもたせる。 

 

放送番組が普段と違っていたのは，なぜだろう。 

電気が通って，安心した。 

地震のニュースばかり，どうして。 

どんな映像や内容
だったかな。 

臨時休校になった。 

停電が続いた。 

水が出なく困っ
た。 

被害状況や地震の
震度や注意点を繰
り返している。 

避難場所の様子や
支援の様子を伝え
ている。 

被害状況，余震の
ことや，電気の復
旧のこと。 

友達や親戚が住む
地域のこと。 

人々の暮らしに役立つ放送局の仕事をもっと調べよう。 

普段のニュースは
番組の内容は，い
ろいろあるな。 

普段は，たくさん
の番組がある。 

放送局の仕事を調
べてみたい。 
ニュースもあれ
ば，ドラマもある。 


